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２月２８日、自転車で荻窪近辺を通っていたら、みごとなミモザの花が

目に飛びこんできました。ミモザは国際女性デー（３月８日）の象徴です。

身を寄せ合って、太陽のように黄色に輝く・・・。杉退教の仲間のみなさ

んのように・・・。 Taka.Taka
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左のチラシは杉並区区民部が作成し

たものです。

ウクライナで進行している現実と、

７８年前の東京大空襲の写真を対比比

較する形で掲示し、戦争のもたらす惨

禍と平和について、区民と共に考える

という、杉並区の企画展です。

中央図書館での展示は２月中に終了

しましたが、３月は下記の日程で、杉

並区役所を会場に行われます。

なお、会期中は同時に区内小・中学

生の「平和のためのポスター」も展示

されます。７日（火）１２：１０～１２：５０ 日フィル弦楽四重奏「平和を願うロビー

コンサート」も開催されます。お出かけください。

右のブックレットは、すぎなみピースフォーラム実

行委員会と光友会（杉並在住被爆者の会）が共同して

いま作成していす。執筆は光友会の井上惣左衛門さん

（９８歳）が担当。２０１１年から１０年間、すぎなみ

ピースフォーラムで展示公開をしてきた内容の集大成

です。数えきれない被爆者の中から、峠三吉、中沢啓

治。永井隆など１０人の方々の人間ドラマです。

５月には皆さんにもみていただけると思います。

井上さんの巻頭言から・・・

原子爆弾によって命を奪われた方々は、

広島・長崎を合わせて２１万人以上でし

た。その後も原爆が起因で亡くなる人は増え続け、現在は５０万人を

超えています。

筆舌に尽くせない被爆者の無念、声なき声を代表して１０人の方の「人間物語」

をここにシリーズとして編纂してみました。被爆者に限らず、戦争の実相を証言

されている多くの方々の最後の結びは、「だから、絶対に戦争だけは起こしては
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３月６日（月）～１０日（金）最 終 日 は １ ６ 時 ま で

会場：杉並区役所ロビーの２階

区民ギャラリー



いけないのです。」という言葉です。いま、あらためてみんなで考える時となっ

ています。２０２１年（令３）、核兵器禁止条約が発効しました。ところが、核

兵器を持っている国ばかりではなく、日本政府も批准を拒んでいます。本当に核

兵器のない、本当に平和な未来が開けるように念じています。世界中の人たちが

幸多い人生を送ることができるようにということを、私は念願してやみません。
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井上さんはご自身、広島で原爆投下の二日後、１９

４５年８月８日、市内を歩いて被爆しました。郷里の

佐渡から、学校（旧制：第五高等学校：熊本）へ戻る

途中、列車が不通になり、被爆直後のまだ犠牲者が累々

とする中を歩くことになったのです。ブックレットに

はご自身の体験も掲載されています。 （T）

この表題、見覚えありませんか。再

雇用職員のころからの機関紙です。杉

並版は「ざ・りふれっしゅ杉並」その

後、お手元のこの「杉退教・さくら会

たより」に発展してきました。

現在は、任用制度がずいぶん変わっ

て、再任用職員部と非常勤職員部が協

力して運動をすすめています。

機関紙も昨年春には２６０号を越え

ました。

２６１号の一面に「戦争を止めよう」

の大きな文字が・・・。

そして次の言葉が続きます。

破壊されたロシア軍の戦車、爆発す

るロシア軍の戦艦。画面には映ってい

ませんが、そこにも人がいました。民

間人を攻撃してはいけないと言います。

兵士ならば殺してもいいのでしょうか。

兵士にも親がいます。配偶者や子ども

がいるかもしれません。

死者は名前でなく「数字」で表され

ます。１００人なら少なく、１万人な

らば多いのでしょうか。たったひとり

の死にも、涙するたくさんのひとがい

ます。兵士もまた、ひとの子です。

今ならまだ言えます。「戦争反対」

を。声をあげなければ、言えなくなる

ときがやってきます。大きな声、強い

訴えはいりません。となりにいるひと

にそっと声をかけましょう。「戦争は

いけないね」と。

機関紙には、賃金のこと、勤務時間

のこと、持ち時数のことなど沢山の要

求があげられています。教員数の減少

の中で、都合よく仕事がおしつけられ

ないように。・・・・・私たちも応援

していきましょう。
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写真はさくら会、春のハイキングで行った南足柄運動公園の桜です。

「サクラカイ 」をヒントにマス目に言葉を入れてください。まず「サクラカ

イ」と同じ数字のマスに同じ文字を入れます。そこからスタート。文字対応表を

参考に回答欄をうめてくささい。上の写真もヒントです。それが答えです。

さくら会ハイキング、懐かしいですね。

（答えは同封の近況報告用紙に記載してください）

回 答 ら ん

19

９

元のページに戻すには パソコン画面上部の ← をクリックします。


